令和８年度　自主学級開設事業実施要項

１　趣　　旨
・自主・自発的な学習意欲に対応した学習機会の提供
・学習機会の提供に係る経済的支援
・自主学級をきっかけにサークル活動につなげること
・学習者を指導者的人材に養成すること
２　主　　催
大樹町教育委員会

３　対象者
学習者は、町内に在住する成人とする。
４　期　　間
　　令和８年４月１日から令和９年３月31日まで（年度内事業）とする。

５　会　　場
　(１)生涯学習センターを主として使用するものとする。
（２）学習者の希望により、地域の公共施設での学級開設（以下「移動学級」）も認める。

　(３)公共施設以外での学級開設は、認めない。

６　事業内容
　(１) 学習分野は、文化教養、家庭生活、趣味の各分野とする。

　(２) 学級の開設手続等

　　　①　学級の代表者は、５名以上の仲間を募り、自主学級開設申請書（様式第１号）に学習計画書（様式第２号）を添えて教育委員会に提出する。

②　講師は、学習者が選任した者で、その分野において高度な知識と技術をもつ者または資格をもつ者とする。
③　教育委員会が学習内容を適当と認めた時は、学級の代表者にその旨を伝えるものとする。

④　学級の代表者は、全日程が終了した後に、学習報告書（様式第３号）を教育委員会に提出する。

　(３) 学級数は、当該年度の予算の範囲内とする。

　(４) 開講時間は、１講習あたり２時間を基本とする。

　(５) １学級の講習開催回数は、１年以内で５～12講習までとする。

 （６）１学級につき、講師は１人とする。

（７）学習者が途中から参加を希望する場合は、事前にその旨を教育委員会に報告すること。

７　経費負担
(1) 教育委員会が講師謝礼金のうちの一定額を負担する。
(2) 公共施設の使用料を無料とする。

（３）１講習あたりの謝礼（所得税、旅費を含む）は、次のとおりとする。

　　　①町内講師　 5,000円

　　　②南十勝講師　10,000円（旧忠類村を含む）

　　　③十勝管内講師　16,000円

（３）学級開設における個人の教材費、学級運営費は学習者負担とする。
（４）学習者は、１講習につき300円を、初回の開講日に学習センター事務所窓
口にて、一括で納入する。
　　（例）１学級が12講習の場合　　１人当たり　12回×300円＝3,600円
（５）学習者が途中から参加を希望する場合は、途中参加以降の講習分を一括納入する。

８　その他
・学級の代表者の学習計画立案等に関する相談は、随時応じる。

・学級の代表者への情報提供は、教育委員会が対応する。
　・公平性を確保するため、自主学級事業への参加は、年度内に１学級とする。
　・学習者は、成果発表として、発表会や展示会、一般町民を対象とした体験会を
実施することとする。
